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以後、『百科全書 植物生理学』（1874 年）、『万国地誌要略』（1879 年）、『小学物理講義』
（1881 年）などを執筆している。『物理階梯』は、上中下３冊からなり、イギリス人パーク






























すると、記号、補助記号、空白を除外して、延べ語数 38,120、異なり語数で 3,791 となる。
これを、品詞別の構成比がわかるグラフにすると、図１のようになる。品詞の枠組は、UniDic
の「大分類」をもとに、接頭辞と接尾辞は「接辞」にまとめた。その中から、助詞と助動詞

























名詞 代名詞 動詞 形容詞 形状詞 副詞











   図２ 『物理階梯』の語種構成 






































ヲ倒マニシテ更ニ水銀ヲ盛リタル〔丙〕ノ小杯中ニ立ツレハ（中・第 18 課） 
 (2)光線〔丙〕ヨリ出テヽ鉛直線ニ〔乙〕ヲ射ルトキハ反射亦同線ニ復シ若シ〔甲〕ヨリ出
テヽ斜メニ〔乙〕ヲ射ルトキハ其位ヲ變シテ〔丁〕ニ反射スト雖トモ其角度ノ如キハ〔甲〕
〔丙〕ノ角度ト鋭鈍ヲ同フシテ〔丙〕〔丁〕ノ角度ヲ為スヘシ、（中・第 25 課） 
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ノ所ナリ、（上・第 9 課） 
(6)天文ノ學ハ天體ノ運行及ヒ其大小距離等ヲ論スル一科ニシテ日月星辰之ヲ天體ト云ヒ














力ト曰フ、（上・第 7 課） 
(8)夫レ音響ハ物体ヲ出テヽ四方ニ散布スト雖トモ其音ノ向フ所ハ必ス直線ヲ為シテ進行
シ之ヲ響線名ク（中・第 21 課） 
(9)温ノ反射スルニ角度ヲ為スヤ猶光ノ角度ニ同シク其線出ト反射トヲ驗スルニハ二個ノ



























・ 1.体の類の中では、1.1 抽象的関係に最も多く、次いで 1.5 自然物および自然現象に多
い。そして 1.4 生産物および用具や、1.3 人間活動―精神および行為にある程度ある。 
・ 1.体の類の語について、特徴語の種類と意味との関係を見ると、〈専門語〉は、1.1 抽
象的関係と 1.5 自然物および自然現象に多く、他は少ない。〈学術語〉は、1.1 抽象的
関係に特に多く、1.5 自然物および自然現象にも多い。 








番号 部門 テーマ語 専門語 学術語 計 
1.1 体の類・抽象的関係 19 59 98 176 
1.2 体の類・人間活動の主体 0 0 0 0 
1.3 体の類・人間活動―精神および行為 3 4 13 20 
1.4 体の類・生産物および用具 26 9 12 47 
1.5 体の類・自然物および自然現象 22 58 33 113 
2.1 用の類・抽象的関係 9 0 6 15 
2.3 用の類・人間活動―精神および行為 3 1 3 7 
2.5 用の類・自然物および自然現象 4 0 0 4 
3.1 相の類・抽象的関係 3 1 4 8 
3.3 相の類・人間活動―精神および行為 0 0 0 0 
3.5 相の類・自然物および自然現象 1 0 2 3 
4 その他の類 0 0 0 0 
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